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学
友
会
・
自
治
会
・
同
窓
会

　

戦
前
の
本
学
は
、
日
本
大
学
・
明
治
大
学
と
並
び
、
朝
鮮
出
身

学
生
が
多
く
学
ん
で
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
か
ら
四
三
年
に
か
け
て
は
学
部
・
予

科
・
専
門
部
を
合
わ
せ
て
毎
年
五
百
人
以
上
の
入
学
者
が
あ
り
、

当
時
約
九
千
人
の
本
学
学
生
の
中
で
朝
鮮
出
身
学
生
は
千
人
を
越

え
て
い
た
。

　

四
〇
年
六
月
、
中
央
大
学
朝
鮮
同
窓
会
が
結
成
さ
れ
、
十
九
日

に
は
臨
時
総
会
お
よ
び
柴
田
甲
四
郎
教
授
を
会
長
と
す
る
就
任
式

が
第
一
八
号
教
室
で
開
催
さ
れ
た
。
同
窓
会
は
「
中
央
大
学
朝
鮮

学
生
を
以
て
組
織
」
し
、
卒
業
生
は
特
別
会
員
と
な
っ
た
。
役
員

に
は
柴
田
会
長
以
下
、
副
会
長
に
全ぜ
ん

奎け
い

弘こ
う

講
師
、
名
誉
顧
問
に
貴

族
院
議
員
の
有
賀
光
豊
監
事
、
顧
問
に
森
田
実
予
科
長
以
下
五
人

が
就
任
し
た
。

　

こ
の
同
窓
会
は
、
従
来
の
学
生
主
体
の
「
我
等
同
窓
会
」
を
廃

し
て
教
授
を
会
長
と
す
る
指
導
制
に
改
め
た
も
の
で
、「
会
員
相

互
の
親
睦
を
図
り
兼
ね
て
会
員
を
し
て
学
生
た
る
の
本
分
を
完
ふ

せ
し
む
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
、「
仁
義
を
理
想
と
し
唯
物
功
利

を
排
す
」「
中
正
の
大
道
に
則
り
悪
平
等
を
滅
す
」「
小
我
を
超
越

し
て
大
我
に
帰
一
す
」
を
指
導
精
神
と
し
た
。
会
務
処
理
の
た
め

に
幹
事
会
を
置
き
、
幹
事
長
の
も
と
に
庶
務
・
学
芸
・
修
養
・
財

務
・
ニ
ュ
ー
ス
・
運
動
の
各
部
が
置
か
れ
、
会
員
は
年
一
円
の
会

費
を
負
担
し
経
費
に
充
て
た
。

　

翌
四
一
年
一
月
に
は
『
中
央
大
学
朝
鮮
同
窓
会
々
誌
』
第
一
号

が
発
行
さ
れ
た
（
表
紙
は
前
年
十
二
月
十
五
日
）
が
、
柴
田
会
長

は
巻
頭
言
で
、
朝
鮮
同
窓
会
を
同
郷
人
間
の
親
睦
会
で
あ
る
と
と

も
に
学
生
間
の
修
養
団
体
で
あ
る
と
し
て
、「
親
し
き
が
中
に
礼
儀

あ
り
」、「
学
を
修
め
徳
を
成
す
」、「
理
想
は
仁
義
に
あ
り
大
道
は
中

正
に
あ
り
」
の
三
つ
の
標
語
を
会
員
の
道
し
る
べ
と
し
て
示
し
た
。

　

こ
の
会
誌
は
四
三
年
五
月
刊
行
の
第
三
号
ま
で
確
認
で
き
、
毎

号
、
会
長
の
巻
頭
言
、
会
の
趣
意
書
や
会
則
に
始
ま
り
、
会
長
以

下
役
員
の
寄
稿
、
会
員
の
論
文
・
随
筆
、
活
動
報
告
な
ど
で
構
成

さ
れ
、
巻
末
に
は
会
員
名
簿
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
事
か
ら

同
窓
会
が
明
徳
講
座
（
会
員
修
養
の
た
め
会
長
そ
の
他
が
講
話
）

や
、
校
内
籠ろ
う

球き
ゅ
う

大
会
、
卒
業
生
送
別
会
，
入
学
生
歓
迎
会
、
高

文
合
格
者
祝
賀
会
、
在
東
京
朝
鮮
学
生
連
合
籠
球
大
会
な
ど
を
開

催
し
た
こ
と
な
ど
が
確
認
で
き
る
。

　

そ
も
そ
も
「
我
等
同
窓
会
」
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年

十
一
月
十
二
日
、
神
田
区
神
保
町
の
朝
鮮
料
理
店
で
一
〇
人
の
有

志
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
親
睦
団
体
で
、「
中
央
大
学
朝
鮮
留
学

生
同
窓
会
」「
ウ
リ
同
窓
会
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
三
三

年
六
月
に
は
『
会
誌
』
が
創
刊
さ
れ
、
そ
の
内
容
か
ら
同
窓
会
に

は
庶
務
部
・
学
芸
部
・
財
務
部
・
運
動
部
が
組
織
さ
れ
、
自
主
的

な
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
各
大
学
に
も
同
様
な
会
が
組
織
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
ら
は
文
部
省
や
警
察
当
局
か
ら
は
朝
鮮
独
立
運
動
な
ど
の
民

族
運
動
や
共
産
主

義
運
動
を
行
う
組

織
と
し
て
監
視
・

取
り
締
ま
り
の
対

象
と
さ
れ
て
い

た
。

　
『
特
高
月
報
』

に
は
我
等
同
窓
会
の
『
会
誌
』
創
刊
号
に
つ
い
て
、
正
規
発
行
の

手
続
き
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
内
務
省
で
審
査
し
た

結
果
、
記
事
の
内
容
が
不
穏
で
あ
る
と
し
て
発
禁
処
分
を
受
け
、

編
集
者
も
検
挙
、
取
り
調
べ
を
受
け
た
と
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
警
察
の
監
視
が
続
け
ら
れ
る
中
で
同
会
の
活
動
は
そ
の

後
も
継
続
さ
れ
、
会
誌
も
年
一
回
千
部
が
発
行
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

　

戦
時
体
制
が
強
化
さ
れ
る
中
こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
っ
て
、
大

学
当
局
は
朝
鮮
出
身
学
生
の
み
の
自
主
的
団
体
の
ま
ま
で
は
指
導

監
督
が
で
き
な
い
と
し
て
、
朝
鮮
同
窓
会
へ
の
改
組
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、『
特
高
月
報
』
四
〇
年
十
一
月
分
の
「
中
央
大
学
朝

鮮
人
学
生
同
窓
会
の
改
組
状
況
」
に
よ
る
と
、
学
生
側
も
こ
の
措

置
に
素
直
に
従
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
同
年
六
月
の
臨
時
総

会
は
、
教
授
を
会
長
に
推
挙
す
る
理
由
が
不
明
瞭
と
の
強
硬
な
反

対
意
見
も
出
さ
れ
て
結
局
流
会
に
な
り
、
十
月
一
日
再
度
開
催
さ

れ
た
臨
時
総
会
で
も
委
員
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
一
般
会
員
の
意

志
を
無
視
し
た
も
の
と
反
対
が
な
さ
れ
て
い
る
。
結
局
会
員
の
不

満
を
考
慮
し
て
、
同
十
日
定
期
総
会
を
開
催
し
、
幹
事
の
改
選
を

行
う
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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